
■支援の背景
北海道教育大学文化人類学研究室では、アイヌ民族の歴史文化研究とその教材化1）を行ってい

ます。その研究の中で、函館市北方民族資料館に所蔵されている奉酒箸のレプリカの作成を試み
ましたが、表面の漆塗装の影響で3Dスキャナでの3Dデータ化が困難でした。

そこで、フォトグラメトリ技術を活用した3Dデータ化と、得られた3Dデータを使用したレプリ
カの作成を支援しました。

■支援の要点
１．フォトグラメトリによる奉酒箸の3Dデータ化
２．3Dデータを用いた光造形による3Dプリントでのレプリカの作成
３．3Dデータを用いた５軸NC加工機による木製レプリカの作成

■支援の成果
１．奉酒箸１点につき250枚ほどの写真を撮影し、3Dデータを生成しました。
２．生成した3Dデータを用いて、3DプリントとNC切削加工でレプリカを作成しました。
３．作成した奉酒箸のレプリカは、北海道教育大学において教育目的で使用される予定です。
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